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寺
子
屋
と
女
師
匠
　
　
江
戸
か
ら
明
治
へ

　
江
戸
時
代
の
私
塾
・
寺
子
屋
が
幕
末
か
ら
明
治
期
に
む
け
て

ど
の
様
な
変
遷
を
た
ど
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
、
女
子
教
育
や

そ
の
教
育
機
関
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
教

育
機
関
と
し
て
の
寺
子
屋
が
、
明
治
期
に
入
り
家
塾
と
な
り
、

や
が
て
私
立
小
学
校
へ
と
連
続
し
て
い
く
と
位
置
づ
け
て
い
る

＾
1
）

仕
事
、
ま
た
一
方
で
教
育
内
容
か
ら
、
と
く
に
女
子
教
育
に
つ

い
て
は
、
連
続
面
よ
り
も
江
戸
時
代
の
そ
れ
と
明
治
期
の
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
の
断
続
面
を
指
摘
す
る
仕
事
も
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治

期
へ
か
け
て
の
教
育
お
よ
ぴ
教
育
機
関
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

連
統
・
不
連
続
の
問
題
は
、
も
っ
と
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
そ
の
第
一
段
階

と
し
て
、
主
と
し
て
当
時
の
女
子
教
育
を
支
え
た
で
あ
ろ
う
女

菅
　
　
野

u貝

子

経
営
主
（
女
師
匠
）
、
と
り
わ
け
江
戸
東
京
の
そ
れ
に
焦
点
を
あ

て
な
が
ら
、
右
の
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

『
日
本
教
育
史
資
料
』
の
整
理
か
ら

　
明
治
二
三
年
に
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
教
育
史
賢

料
』
（
以
下
『
資
料
』
と
略
す
）
は
、
同
省
が
明
治
ニ
ハ
年
、
各
府

県
に
達
し
学
制
頒
布
以
前
の
学
事
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調

査
を
し
、
そ
れ
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
開
始
が
廃
藩

置
県
後
一
〇
年
余
を
経
て
い
る
た
め
、
基
本
的
な
資
料
が
散
逸

し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
正
確
を
欠
く
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
が
、
江
戸
時
代
中
後
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
庶

民
の
初
等
教
育
機
関
の
様
子
に
つ
い
て
全
国
的
な
視
野
で
眺
望
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江戸から明治へ（41〕　寺子屋と女師匠

で
き
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
同
司
資
料
』
（
八
冊
・
九
冊
）
に
「
私
塾
寺
子
屋
表
」
が
収
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
調
査
項
目
は
、
私
塾
寺
子
屋
の
名
称
・
学

科
・
旧
管
轄
・
所
在
地
・
開
業
時
・
廃
業
時
・
教
師
数
（
男
女

別
）
・
生
徒
数
（
男
女
別
）
・
隆
盛
時
（
私
塾
の
み
）
・
調
査
年

代
・
経
営
主
（
私
塾
の
場
合
は
「
塾
主
氏
名
」
、
寺
子
屋
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
「
習
字
師
氏
名
」
と
さ
れ
て
い
る
）
お
よ
ぴ
そ
の
身
分
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
各
府
県
、
こ
と
に
「
私
塾
」
と
「
寺
子

屋
」
と
に
分
け
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
調
査
の
達
の
段
階
で
、
文
部
省
の
示
し
た
達
第
一
号
に
は

「
旧
藩
領
内
家
塾
（
寺
子
屋
）
取
調
要
項
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
調
査
緒
果
を
ま
と
め
た
も
の
に
は
「
私
塾
寺
子
屋
表
」
と

明
示
さ
れ
て
い
て
「
家
塾
」
と
「
私
塾
」
と
が
混
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
家
塾
」
と
「
私
塾
」
の
書
き
換
え
が
何
故
行
わ
れ

た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
恐
ら
く
は
、
当
時
に
お
い
て
は

両
老
は
峻
別
で
き
な
か
っ
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
同
様
に
ま
た
、
「
私
塾
」
と
「
寺
子
屋
」
と
は
別
表
に
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
区
別
の
基
準
も
ま
た
、
あ
ま
り
定

　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
私
塾
寺
子
屋
表
」

を
扱
う
以
上
、
両
者
の
別
を
見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

こ
で
、
あ
え
て
両
老
を
分
け
る
基
準
を
こ
の
表
か
ら
よ
み
と
る

な
ら
ぱ
、
「
学
科
」
の
項
の
記
載
内
容
が
、
私
塾
の
場
合
は
和

学
・
洋
学
・
漢
学
・
筆
道
・
医
学
な
ど
と
比
較
的
堅
い
形
式
で

表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
寺
子
屋
の
場
合
は
読
書
・
読

筆
・
算
術
・
読
算
・
裁
縫
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

私
塾
の
塾
主
の
殆
ど
が
男
で
あ
り
女
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
こ

と
、
従
っ
て
生
徒
も
そ
れ
に
準
じ
て
男
だ
け
と
い
う
も
の
が
多

い
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
表
2
に
見
る
よ
う
に
、
私

塾
の
女
経
営
主
は
、
東
京
の
場
合
三
人
お
り
、
そ
の
出
身
は
、

す
べ
て
士
族
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
上
で
、
「
私
塾
寺
子
屋
表
」
を

府
県
別
に
、
そ
し
て
、
塾
主
・
習
字
師
な
ど
経
営
主
の
身
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
い
て
整
理
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
女
性
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
私
塾
・
寺

子
屋
は
、
二
八
府
県
に
分
布
し
て
い
る
。
女
経
営
主
に
よ
る
私

塾
は
、
東
京
三
、
長
崎
・
山
梨
・
広
島
に
各
一
つ
ず
つ
あ
る
の

み
で
あ
る
が
、
女
経
営
主
に
よ
る
寺
子
屋
は
、
東
京
に
五
三
、

熊
本
に
一
五
、
岡
山
に
一
四
な
ど
を
は
じ
め
以
下
表
に
見
る
と
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子）－表

女程筥 経富主の身分
府県名 租 別 総　散 主によ 油士傍峨 菌工 その

るもの ± 平罠 僧 神官抽人山伏 医 口 町人 他 不明
東鼎 私壷 1〃 o 92 21 o 5 1
寺手園 4帥 5ヨ 157 269 41 11 ’ 5 1

鼎都 租誼 “ 1茗 7 茗 呈 1 1 1 伍

寺手膣 56E 里 61 07 170 ヨ目　5　1
5｛ 79 室o 12 ；雪

大唖 私邊 2o 4 B ｛ 2 1 1
寺子厘 77島 ； 51 194 皇H 10　12　　1 ヨ6 103 ］1 12 oo

神π川 私塾 11 5 4 1 1
寺子厘 505 7 1ヨ ｛2 83

10　2　1 〒 9｛ コ 2“

丘庫 私邊 5呈 2ヨ 8 2 ］　2 一 4
寺子厘 高21 lo 90 雪1 呈15 引　　但　日 1ヨヨ 212 21 2

長喝 私邊 51 1 ■
．

31 ヨ 2 1 呈 3 ヨ

寺子屋 1邊8 2 2目 王o 6 2　1　室 f 24 5 1 86
函蟷 私邊
寺子屋 “

。1

5 21 ヨ 6 2 6 1
新溜 私邊 27 旧 ヨ 1 ！ 茗 3 ヨ

寺子麗 6ヨ … 1呈 6 lo 1 畠 ll ヨ 6
群馬 私融 茗雪 I1 11 I 7 目 1
寺子厘 55 2 畠 4 1ヨ

4　呈　｛ 2 1目

干棄 私邊 5王 ヨ 1ヨ

2　コ 5 1呂 呈 6
寺子屋 l07 ≡ 6 5 呈ヨ 固　　1 7 ≡1 ヨ 呈

砺木 私塾 19 7 2 1 2 o 呈 皇

寺手厘 86
■

1 1ヨ

6　5　5 9i 〃 5
三囲 私塾 4 1 1 1 1
寺子厘 l15 5． 1コ …呈

6　　1　1 1l’ 1〒 1 o
黎知 私塾 ’ヨ 2｛ 　茗　　呈　，〃宣≡室畠ヨ 5 ｛ コ 1 1
寺子厘 ヨ76 B 70

52　　1　6 “ 10ヨ 17 6 29

静岡 私邊 ｛ 1’　121H 1 1
寺子虜 25 1； 1　’1 4 呈

山梨 私塾 22 1 2 10 ヨ 2　　1 茗 I
寺子厘 里“ 2 ヨ 一8 62 …3　3　1； 22 fヨ 2 1 2

菌賀 私塾 島 ｛1 1 1 2
寺子慶 “o一 且

　■｛7i
｛雪 18ヨ 宝I　4

3至 島ヨ H o 1里

岐早 私邊 2拮■ 旦 ヨ ヨ 4 4
寺子屋 754一　一 5目 l1雪 ～62 至4　｛　lo 55 109 ］E ヨ 3

長野 私誼 12；1 ヨo ， 1 里3

寺子厘 ■ヨ洲 ； “ 27 66 ヨヨ　7　ヨ ；1 247 ヨ 昌56

官埴 私黎 5室 2ヨ 9 1 4 5 ｛

寺手厘 5M 24ヨ I4 ヨ7 里ヨ　5　ヨ1 50 118 4 14 呈

揺鳥 私莚 I昌 lo 呈 1 I 5
寺子属 2島ユ I 1喀 29 一〇 至ヨ　室　11 旦5 102 2 16 2呈

皆森 私塾 目 冒 1 1
寺子厘 “5 室1ヨ 8昌 μ1〃　富　1コ 25 13 10 15

山形 私註 6 日 ■

寺手厘 6ヨ 室5 4 畠1　〒 6 lo 1 2
秋田■私註　　寺手厘 帥 50 ■ 一

2｛5 2 ；4 2ヨ 151雪4　1至ヨ 〃 66 1 7
福 井■弘壼 2茗 5 5 畠□ 1 コ

寺子厘 32 ■ 1 2ガ　1 ヨ 皇 2
石 川1私鶉 空2 一 2 1 5 o 2 王

■寺子園 Igo 5 51 26 12　　壇　茗 16 ；1 1ヨ 1 9
富 山私誼 ’ ヨ i 1
寺子厘 17 1 1 1 1　コ 川

島取私邊 ’ 一　1 1 2
1寺子屋 31呈 I 呈ヨ 3ヨ 1王 ’o　　l ！ 39 15 1｛7

島梱 私邊
7茗 。！ 2ヨ 2 冒 〒 l　19 ； ヨ 6

寺手眉 6〒≡ 日o 66 127 い7　2 ゴ1o呂 1ヨ5 室2 9 20

岡山 私邊 一μ “ ユ皇 王 一　　1 l　1呈I且■　畠畠 ］o 4 2
寺子厘 lOヨ1 1｛ 1ヨ1 24ヨ “ 1“　王1 2B0 35 1 9

広島 私邊 眉5 I
王i 〃 ユo ヨ ヨ　6 ■　1皿 5 ヨ 呈

寺手屈 2；〒 1呂 “ ” 呈〒　Iε 3　“
5島 喀 6 ヨ

山　□ 私邊 l06 1 〒o 昌 5 呈　ユ 1 ］ ヨ 1≡

寺子厘 1ヨo’ ｛ 5目2 1；5 〃5 筥5　呂 2■；’ 1o宅 5 雪；

和歌山 私鴉 コ I 1 1
寺子厘 2“ 1 ヨ 10 ｛ 4　　一 ｛ 室 200

繭島 私邊 害7 ■　室ヨ コ 2 コ ヨ 1
寺子厘 “2 ll 57 7室 ll 2日　1’ 1 皇7 雪雪 一 1“

高知 弘邊 10 一

■
7 1 I ，

寺子屋 2H ll ；ヨ 4 1｛ ！　“ ヨ 畠5 B 2 ヨ2

福岡 乱鶉 50
1　28 2 5　3

’ ヨ 5
寺子届 155 j6 10 2呈 ～プ13 15 lo 4 12

大分 乱鶉 ” 三ヨ 6 7 5　茗
lo 1 1 5 1

寺子届 ’且2 5 “ 1； 7島 25；； 1 “ 川2 12 1茗ヨ 2

佐賀 乱塾 一 ■

1 一 1 　
1
，

一 1
寺子厘 27 1呂 4 1 2 1 1

煕本 私邊 価 1畠 lo 1 7
ほ
1

2 1；1 4
寺子屋 ヨ09 15 ヨ呈o 呈且o ヨ3 3 雪 2 I5

宮・苛 私邊 6 5
寺子圓 9 3 1 1 2 1

1
1 1

鹿児畠 私害 I 1
■

’ 1 1
寺子囲 19 16 ヨ

計 私黎 1504 5 7－7 1且雪 “ ヨ4一冨！ 5 ■
11ヨ155ユ171■王602 2皿 15 loo

寺干屈 ヨ5ヨヨ； I76 呈呂o－12コH ”5目 1014■川 1蛆O 王ヨ9 2阯 呈1餉



お
り
で
あ
る
。
な
か
で
も
東
京
の
五
三
は
、
東
京
の
全
寺
子
屋

数
四
八
八
の
一
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
特
筆
し
て
お
か

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
次
い
で
、
女
性
の
私
塾
お
よ
び
寺
子
屋
の
経
営
主
に
つ
い
て
、

そ
の
出
身
を
見
よ
う
と
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、

寺
子
屋
の
女
経
営
主
に
つ
い
て
見
る
と
、
熊
本
の
一
五
人
の
う

ち
二
二
人
ま
で
が
士
族
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
京
の
場
合
は
五

三
人
中
、
士
族
が
ニ
ハ
人
、
平
民
が
三
七
人
と
な
っ
て
お
り
、

両
者
は
対
照
的
で
あ
る
。
因
み
に
全
国
の
寺
子
屋
の
女
経
営
主

一
七
六
人
の
う
ち
、
不
明
一
八
人
を
除
く
と
、
士
族
五
二
人
、

僧
六
人
、
平
民
（
町
人
・
商
人
・
農
民
を
含
む
）
一
〇
〇
人
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
士
族
の
多
い
熊
本
、
平
民
の

江戸から明治へ｛43〕．寺子屋と女師匠

女経営主の身分表（2〕

士 僧 官平民 町人 農 商 不明 計

私塾 東昂 3 3
長崎 1 1

山梨 1 1

広島 1 工

計 4 1 1 6
寺子屋 東昂 16 37 53

昂都 2 1 2 4 9
大阪 1 4 5
神奈川 1 1 3 2 7
兵庫 1 8 1 lO

長崎 1 1 2
函館 3 3
群馬 1 1 2
千葉 2 2
愛知 ］ 5 1 1 8
山梨 ］ 1 2
滋賀 1 4 1 1 1 8
岐阜 1 3 4
長野 1 4 5
福島 1 1
秋田 1 1 2
福井 ユ 1
石川 2 2 ユ 5
鳥取 1 1
島根 1 1 1 3
岡山 4 1 4 2 3 14

広島 i 1 2
山口 2 2 4
歌山 1 1
徳島 1 1
局知 1 1
大分 4 1 5
熊本 13 2 15

計 52 6 76 1 18 5 18 176
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一橋論叢　第111巻 第2号 平成6年（1994年）2月号　（44〕

寺子屋の開業年表（3〕

子 ～
天
～
、

～
府県名 天明5 明治期 不明

」、

東京 53 1 1o 20 17 5
昂都 9 2 4 3
大阪 5 1 3 1
神奈川 7 1 1 1 1 3
兵庫 1o 1 4 3 2
長崎 2 1 1
函館 3 2 1
群馬 2 1 1
干葉 2 1 1
愛知 8 1 3 1 3
山梨 2 1 1

滋賀 8 5 2 1
岐阜 4 2 2

長野 5 1 2 2

福島 1 工

秋田 2 1 工

福井 1 1
石川 5 2 工 2
鳥取 1 1
島根 3 1 2
岡山 14 1 6 7
広島 2 2
山口 4 1 1 2
和歌山 1 1
徳島 1 1

局知 1 1
大分 5 3 2
熊本 15 6 4 5

比
率
が
高
い
東
京
の
存
在
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
表
2
の
寺
子
屋
が
開
業
さ
れ
た
時
期
を
示
し
た
の

が
表
3
で
あ
る
。
天
明
五
年
江
戸
本
郷
湯
島
で
市
川
シ
マ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

っ
て
開
業
さ
れ
た
「
市
川
堂
」
が
最
も
古
く
、
他
は
す
べ
て
文

化
文
政
期
以
降
で
あ
る
。
東

京
・
熊
本
に
お
い
て
は
、
化

政
期
に
開
業
し
た
寺
子
屋
数

は
か
な
り
み
ら
れ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
府
県
で
は
、
こ
く
僅

か
で
あ
り
、
殆
ど
は
天
保
期

以
降
の
開
業
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
熊
本
の
場
合
は
、
文

政
年
問
に
開
業
さ
れ
た
六
例

す
べ
て
は
天
保
年
問
に
廃
業

さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
以
降

に
開
業
さ
れ
た
も
の
も
二
例

を
除
い
て
は
、
明
治
期
に
入

る
か
入
ら
な
い
か
の
段
階
で

廃
業
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

東
京
の
場
合
は
、
明
治
五
・
六
年
ま
で
は
三
〇
以
上
の
も
の
が

継
続
し
て
お
り
、
さ
ら
に
明
治
一
〇
年
代
に
入
っ
て
も
継
続
し

つ
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
少
な
く
と
も
四
例
は
存
在
す

る
。
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女
経
営
主
に
つ
い
て
み
る
と
、
熊
本
の
場
合
に
は
、
□
口

母
・
ロ
ロ
妻
・
ロ
ロ
娘
の
よ
う
に
肩
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
が

九
例
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
彼
女
た
ち
が
即
教
師
で
あ
る
と
い

っ
．
て
よ
い
し
、
そ
こ
で
の
教
科
内
容
は
、
「
読
書
習
字
」
の
一
例

表（4）家塾と女生徒

家塾数 女生徒比別塾数
塾
主
性
男
1

内訳 計 ○呂 ～20篶 ～40完 ～60一 ～80篶 ～lOO篶 不明

第一番 男 177 217 40 16 37 70 m 1 3
女 40 ］ 17 19 3

第二番 男 124 138 25 9 2］ 56 7 2 4
女 ］4 6 8

第三番 男 1皇6 158 3宮 24 37 39 6 王 1
女 ］2 ］ 2 7 2

第四番 男 ］3】 135 15 18 29 57 10 2
女 4 1 3

第五番 男 163 178 23 22 4］ 67 7 3
女 15 8 6 1

第六番 男 166 173 28 15 46 60 15 2
女 7 1 2 3 1

計 男 907 999 i69 lo4 211 349 55 4 15

女 92 o o 3 36 46 7 O

以
外
は
す
べ
て
「
習
字
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

東
京
の
場
合
に
は
、
全
員
が
本
人
の
氏
名
の
み
で
、
熊
本
の
例

の
よ
う
な
肩
書
き
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
い
な
い
。
ま
た
、

ニ
ハ
の
寺
子
屋
で
は
複
数
の
教
師
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
さ

ら
に
九
の
寺
子
屋
で
は
、
男
の
教
師
を
雇
っ
て
い
る
し
、
教
科

内
容
も
熊
本
の
場
合
に
比
し
多
様
で
あ
る
。
そ
の
お
お
よ
そ
を

見
る
と
、
「
読
・
算
」
と
「
読
書
」
の
組
み
合
わ
せ
が
三
二
例
と

圧
倒
的
に
多
く
、
他
は
算
術
・
活
花
・
裁
縫
・
修
身
・
礼
・

画
・
詩
歌
な
ど
が
「
読
・
算
」
又
は
「
読
書
」
と
適
宜
組
み
合

わ
さ
れ
る
か
、
又
は
単
独
で
教
授
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
二
　
『
開
学
明
細
書
」
の
整
理
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
表
4
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
『
開
学
明
細
書
』
（
以
下
『
明
細

書
』
と
略
す
）
に
登
載
さ
れ
て
い
る
家
塾
を
、
第
一
番
中
学
区

～
第
六
番
中
学
区
ま
で
の
分
冊
に
従
っ
て
、
各
学
区
内
の
塾
を

男
女
の
塾
主
別
に
整
理
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
、
生
徒
総
数
に

占
め
る
女
性
徒
の
比
率
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
を
見
よ
う
と
し

　
　
　
　
＾
8
）

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
以
下
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ω

各
学
区
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
塾
総
数
に
占
め
る
女
塾
主
の
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表（5）　女塾主の身分等

第一番第二番第三番第四番第五番第六番 計

士族 1 4 2 3 1 11

平民 12 8 1 6 1 28

商 4 2 6
工 1 1 1 1 4
雑業 4 1 2 1 8
昔地借家人 15 3 2 3 2 25

医師 1 1 2

その他 2 1 1 4
不明 3 1 4
計 40 14 12 4 15 7 92

塾
の
比
は
第
一
番
中
学
区
が
一
八
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

第
四
番
は
三
％
弱
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
を
両
極
に
し
て
、
他
の

学
区
は
こ
の
間
に
あ
る
　
②
生
徒
総
数
に
対
す
る
女
生
徒
の
比

率
が
、
二
割
か
ら
八
割
を
占
め
る
塾
は
全
塾
の
七
割
を
占
め
て

い
る
㈹
そ
の
一
方
で
ニ
ハ
九
、
一
七
％
の
塾
は
、
事
実
上
女

生
徒
に
は
門
戸
を
開
い
て
は
い
な
い
　
ω
女
塾
主
に
よ
る
塾
に

は
、
女
生
徒
の
比
率
が
高
い
こ
と
、
従
っ
て
、
女
塾
主
は
主
と

し
て
女
生
徒
を
対
象
に
開
塾
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
　
な
ど
の

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ひ
と
こ
と
い
う
な
ら
ぱ
、
女
生
徒
の
み

を
対
象
と
す
る
塾
が
一
つ
、
第
五
番
中
学
区
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

士
族
太
田
信
義
姉
奥
原
晴
湖
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
春
暢
家

塾
で
、
明
治
四
年
一
一
月
に
開
業
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
「
支
那
書
画
」
が
一
〇
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
女
生
徒
三

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

人
に
教
授
さ
れ
て
い
た
。

　
次
に
、
表
5
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
表
4
の
女
塾
主
の
出
身

を
学
区
、
こ
と
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
士

族
出
身
が
一
一
人
（
二
一
・
九
％
）
、
平
民
出
身
（
単
に
平
民
と

記
載
さ
れ
て
い
る
老
の
ほ
か
に
、
商
・
工
・
雑
業
・
借
地
借
家

人
等
と
記
さ
れ
て
い
る
考
を
加
え
た
）
が
六
九
人
（
七
五
・
八

％
）
と
な
っ
て
お
り
、
女
塾
主
の
七
割
五
分
以
上
が
平
民
と
み

な
さ
れ
る
も
の
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
1
に
み
た
五
三
人

の
女
経
営
主
の
う
ち
、
三
七
人
が
平
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ

ぱ
、
傾
向
は
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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表
6
で
、
明
治
五
年
当
時
の
女
塾
主
の
年
齢
を
み
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
、
最
年
少
一
六
歳
、
最
高
齢
七
一
歳
を
両
極
に
、
そ
の

間
に
散
在
し
て
い
る
が
、
あ
え
て
い
え
ぱ
、
二
〇
歳
代
か
ら
五

〇
歳
代
に
集
中
し
て
い
る
。
表
7
は
、
女
塾
主
に
付
さ
れ
て
い

る
肩
書
き
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
「
本
人
」
と
あ
る

の
は
、
特
に
肩
書
き
さ
れ
て
お
ら
ず
当
人
が
独
立
し
て
塾
主
と

し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
が
全
体
の
三
割
余
を
占

め
て
い
る
。

　
表
8
は
、
女
塾
主
た
ち
の
塾
開
業
に
至
る
ま
で
の
修
業
期
問

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
短
い
四
年
か
ら
一
番
長
い
二
八

表｛7〕女塾主

　　　の肩奮

養母

祖母

叔母

92

~!~( 6 ) ~C~~~~ 

a)LF~~ 

L~~~ A~( 
lO~iif~ 4 
O~~if~ 14 
O~~if~ 16 
O~i{~ 25 
O~:f~; 18 
60~if~; 

70~~f~; 

;FB~ 4 
~+ 92 

年
ま
で
そ
の
年
数
は
区
々
で
あ
る
が
、
七
年
か
ら
一
〇
年
ぐ
ら

い
の
修
業
を
積
ん
だ
も
の
が
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

修
学
後
直
ち
に
教
鞭
を
執
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
開
業
段
階
に

な
っ
て
、
一
年
程
度
の
再
学
習
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ

た
。
表
9
は
、
彼
女
た
ち
が
、
塾
を
開
業
し
た
時
期
を
示
し
て

い
る
。
一
番
早
い
の
は
、
松
崎
ゑ
い
の
文
政
七
年
三
月
で
、
以

後
各
時
代
に
わ
た
っ
て
ま
ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て
い
る
。
特
に

多
か
っ
た
の
は
、
明
治
四
年
の
二
一
を
筆
頭
に
明
治
三
年
の
六
、

安
政
五
年
・
万
延
元
年
・
明
治
元
年
の
各
五
で
あ
る
。

三
　
女
師
匠
と
そ
の
師
弟

　
表
ー
の
東
京
の
部
分
と
表
4
と
を
く
ら
べ
て
み
よ
う
。
表
4

で
は
、
明
治
六
年
段
階
で
、
東
京
に
は
、
少
な
く
と
も
九
九
九

の
家
塾
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
表
1
で
は
、

幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
私
塾
と
寺
子
屋
と
を
合
わ
せ

て
六
一
〇
を
数
え
る
。
勿
論
、
両
老
の
資
料
の
成
り
立
ち
に
違

い
が
あ
っ
た
り
、
調
査
方
法
、
時
期
な
ど
に
も
ズ
レ
が
あ
る
の

で
、
両
老
間
に
か
な
り
の
誤
差
が
生
じ
て
く
る
の
は
当
然
の
こ

と
と
し
て
も
、
こ
の
数
の
開
き
は
注
目
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
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表（9）女塾主の

　　家塾の開業年

　
の
数

　
主
年

　
塾
業

　
女
修8
－
数
年
葦
年
年
年
姜
葦
年
年
年
年
年
棚
明
計

　
　
　
年
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
0
不

　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

い
。
と
り
あ
え
ず
、
『
明
細
書
』
に
登
載
さ
れ
て
い
る
家
塾
の
開

業
年
に
つ
い
て
、
学
区
別
に
整
理
し
て
み
た
。
表
1
0
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
三
年
か
ら
六
年
に
開
業
し

て
い
る
家
塾
が
、
全
体
の
四
割
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
表
ー
と
表
4
と
の
両
老
問
の
四
百
近
い
数
の
違
い
は
、

こ
の
時
期
に
開
業
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
表
9
の
動
向
と
も
み

ご
と
に
照
応
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
途
検
討
を

す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
こ
と
だ

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

け
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
右
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
て
お
い
た
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

『
資
料
』
と
『
明
細
書
』
と
を
結
ぴ
つ
け
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の

個
別
事
例
を
み
よ
う
。

　
（
一
）
　
土
肥
丈
谷
と
そ
の
門
人
た
ち

　
『
明
細
書
』
第
一
番
中
学
区
の
女
塾
主
上
野
山
丈
二
女
お
よ

び
同
山
下
さ
た
は
、
と
も
に
土
肥
丈
谷
に
学
ん
だ
同
門
の
も
の

で
あ
る
。
上
野
は
文
久
二
年
三
月
に
「
蓮
泉
堂
」
を
開
業
、
三

字
経
・
孝
経
な
ど
を
教
材
に
し
て
、
六
歳
以
上
の
男
女
生
徒
を

対
象
に
「
筆
道
」
と
「
読
書
」
と
を
教
え
て
い
た
。
因
み
に
、

男
生
徒
は
四
一
人
、
女
生
徒
は
一
二
八
人
、
計
ニ
ハ
九
人
と
い

う
大
勢
の
生
徒
を
彼
女
一
人
で
教
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治

五
年
当
時
、
上
野
は
三
一
歳
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
『
資
料
』

に
は
、
「
上
野
山
丈
二
」
と
い
う
も
の
が
、
寺
子
屋
の
習
字
師
と

し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
塾
名
が
、
「
富
泉

堂
」
、
教
科
内
容
は
読
書
、
開
業
年
は
安
政
五
年
と
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
教
師
は
男
一
、
女
二
の
三
人
で
あ
り
、
生
徒
は
男

三
七
、
女
一
五
〇
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
調
査
は
文
久
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二
年
に
行
わ
れ
て
お
り
、
『
明
綱
書
』
に
み
る
「
蓮
泉
堂
」
の
開

業
年
に
一
致
す
る
。
果
た
し
て
こ
の
二
人
が
同
一
人
物
な
の
か
、

『
資
料
』
の
「
上
野
山
丈
二
」
の
下
に
「
女
」
が
記
さ
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
、
そ
れ
が
欠
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、

「
上
野
山
丈
二
」
か
ら
そ
の
妻
女
ま
た
は
娘
で
あ
ろ
う
者
へ
「
上

野
山
丈
二
女
」
と
し
て
、
文
久
二
年
段
階
で
「
蓮
泉
堂
」
か
ら

表（10）家塾開業隼

第一番第二番第三番 第四番第五番第六番 計

家塾数 217 138 158 135 178 173 999

明治以前 H3 49 6一 38 82 74 417

明治元年 7 4 9 12 9 11 52

明治2年 ll 9 11 il 9 15 66

明治3年 24 16 20 17 23 21 121

明治4年 26 17 ］4 25 17 25 124

明治5年 34 2呂 35 30 3］ 26 1呂4

明治6年 O 4 3 o 4 o 11

不明 2 11 5 2 3 1 24

「
富
泉
堂
」
に
改
名
し
て
バ
ト
ン
タ
ヅ
チ
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、

ど
ち
ら
と
も
確
定
し
が
た
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
塾
は
女
生

徒
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

　
山
下
さ
た
は
、
「
山
下
粂
蔵
後
家
」
と
肩
書
き
さ
れ
て
い
る

が
、
年
齢
は
不
詳
で
あ
る
。
さ
た
は
、
天
保
二
年
か
ら
一
四
年

ま
で
の
二
二
年
間
、
土
肥
丈
谷
に
師
事
し
、
明
治
三
年
に
開
業

し
て
い
る
。
天
保
一
四
年
か
ら
開
業
ま
で
二
六
年
間
の
ブ
ラ
ン

ク
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
は
、
家
庭
に
あ
り
、

夫
粂
蔵
の
死
後
、
生
活
の
資
を
得
る
べ
く
開
業
し
た
も
の
と
思

　
（
1
2
〕

わ
れ
る
。
さ
た
の
教
授
学
科
も
上
野
と
同
じ
く
「
筆
道
」
で
あ

り
、
六
歳
か
ら
ニ
ハ
歳
ま
で
の
生
徒
（
男
二
一
人
、
女
四
五
人
）

を
対
象
に
し
て
い
た
。

　
で
は
、
少
な
く
と
も
右
の
二
人
の
女
師
匠
を
生
み
出
し
た
師

の
土
肥
丈
谷
と
は
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
『
資
料
』

に
よ
る
と
、
平
民
で
あ
り
、
麹
町
区
に
文
政
一
二
年
塾
を
開
業
、

明
治
三
年
に
廃
業
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
師
は
男

一
人
（
丈
谷
本
人
）
で
、
男
一
八
O
、
女
一
五
〇
計
三
三
〇
人

の
生
徒
を
教
え
た
と
い
う
。
一
方
、
『
明
細
書
』
に
は
、
第
五
番

中
学
区
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
土
肥
は
、
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明
治
五
年
当
時
七
四
歳
で
あ
り
、
「
東
京
府
貫
属
±
族
」
「
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

鉄
道
寮
中
属
土
肥
旨
一
父
」
と
肩
書
き
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

彼
は
、
文
政
一
一
年
四
月
か
ら
嘉
永
五
年
八
月
ま
で
二
五
年
問
、

西
尾
親
興
と
い
う
師
に
つ
い
て
筆
学
を
修
業
し
た
。
こ
の
間
、

天
保
四
年
三
月
に
皆
伝
、
そ
の
後
、
元
治
元
年
四
月
粟
田
御
殿

よ
り
直
門
と
さ
れ
令
旨
を
頂
戴
、
龍
乗
軒
と
い
う
号
を
賜
り
、

近
臣
並
の
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
明
治
五
年
段
階
、
土
肥

は
、
「
筆
道
」
を
六
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
一
八
人
の
生
徒
（
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〕

六
人
、
女
二
一
人
）
に
教
授
し
て
い
た
。

　
（
二
）
　
黒
川
惟
草
と
そ
の
門
人
た
ち

　
『
明
細
書
』
に
示
さ
れ
る
女
塾
主
の
中
で
、
五
番
中
学
区
の
杉

浦
千
代
、
一
番
中
学
区
の
黒
川
縫
・
山
崎
房
・
黒
川
千
枝
女
の

　
（
”
）

四
人
は
、
黒
川
惟
草
に
学
ん
だ
同
門
の
仲
間
で
あ
る
。

（
イ
）
　
杉
浦
千
代
は
、
明
治
六
年
四
二
歳
、
嘉
永
三
年
一
二
月

浅
草
永
住
町
に
開
業
、
塾
名
は
松
栄
堂
と
い
っ
た
。
『
明
細
書
』

の
千
代
に
は
、
「
雑
　
杉
浦
吉
兵
衛
妻
」
と
肩
書
き
さ
れ
て
お

り
、
天
保
九
年
二
月
か
ら
嘉
永
三
年
一
一
月
ま
で
、
黒
川
惟
草

へ
従
学
し
た
。
松
栄
堂
で
の
指
導
学
科
は
「
筆
道
」
で
あ
り
、

伊
呂
波
・
近
道
・
名
頭
・
国
尽
・
東
京
方
角
な
ど
の
初
歩
的
な

往
来
物
を
素
材
に
六
歳
か
ら
ニ
ハ
歳
ま
で
の
生
徒
八
○
人
（
男

四
四
人
、
女
三
六
人
）
を
対
象
に
教
授
し
て
い
た
。

（
口
）
　
黒
川
縫
は
、
明
治
五
年
四
八
歳
、
天
保
一
〇
年
正
月
か

ら
弘
化
四
年
一
二
月
ま
で
九
力
年
師
黒
川
惟
草
に
学
ぴ
、
嘉
永

元
年
八
月
に
開
業
、
犬
伝
馬
町
に
永
昌
堂
を
営
ん
で
い
た
。
学

科
は
「
御
家
流
筆
道
」
と
あ
り
、
教
材
は
東
京
方
角
・
消
息
往

来
・
名
頭
・
商
売
往
来
で
あ
り
、
六
歳
か
ら
二
二
歳
ま
で
の
五

一
人
の
生
徒
（
男
二
〇
人
、
女
三
一
人
）
を
教
授
し
て
い
た
。

縫
に
は
肩
書
き
は
付
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
『
資
料
』
の
方
に
は

平
民
と
記
さ
れ
て
お
り
、
開
業
時
の
嘉
永
元
年
の
調
査
段
階
で

は
、
彼
女
一
人
で
、
男
＝
一
人
、
女
二
八
人
の
生
徒
を
教
え
て

い
た
の
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
縫
の
寺
子
屋
は
開
業
以
来
二
二

年
間
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

（
ハ
）
　
山
崎
房
は
、
明
治
五
年
三
四
歳
、
平
民
で
あ
る
。
弘
化

三
年
三
月
か
ら
安
政
二
年
＝
一
月
ま
で
一
〇
力
年
黒
川
に
師
事
、

明
治
三
年
一
一
月
に
馬
喰
町
に
開
業
し
た
。
学
科
は
「
筆
道
」

で
あ
り
、
四
十
八
文
字
仮
名
・
都
路
文
庫
・
名
頭
文
庫
・
今
川

文
庫
な
ど
を
教
材
に
、
六
歳
か
ら
ニ
ハ
歳
ま
で
の
生
徒
四
三
人

（
男
一
五
人
、
女
二
八
人
）
を
教
授
し
て
い
た
。
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（
二
）
　
黒
川
千
枝
女
は
、
明
治
五
年
四
八
歳
、
天
保
三
年
二
月

か
ら
一
〇
カ
年
黒
川
惟
草
に
従
学
、
天
保
二
二
年
＝
一
月
に
橘

町
に
借
地
を
し
て
松
寿
堂
を
開
設
し
た
。
教
科
は
「
筆
道
」
で

あ
り
、
六
歳
か
ら
ニ
ハ
歳
ま
で
の
五
一
人
の
生
徒
（
男
一
四
人
、

女
三
七
人
）
を
教
授
し
た
。
ま
た
、
『
資
料
』
に
よ
る
と
、
千
枝

女
の
身
分
は
平
民
で
あ
り
、
開
業
直
後
の
天
保
一
四
年
段
階
で

男
三
〇
人
、
女
四
〇
人
を
教
え
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
な
お
、
こ
の
『
資
料
』
に
は
、
明
治
六
年
に
廃
業
し
た
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
明
治
六
年
の

『
明
細
書
』
の
書
き
上
げ
と
ど
う
か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
寺

子
屋
松
寿
堂
が
家
塾
松
寿
堂
に
転
化
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。

　
千
枝
女
に
つ
い
て
、
い
ま
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
が
千
枝
女

に
師
事
し
た
生
徒
が
、
塾
を
開
業
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
惟
草
か
ら
み
れ
ば
、
孫
弟
子
の
誕
生
で
あ
る
。
ひ
と
り
は
、

平
民
金
井
そ
の
で
あ
り
、
明
治
五
年
三
四
歳
で
、
弘
化
四
年
二

月
か
ら
元
治
元
年
四
月
ま
で
一
八
年
間
黒
川
千
枝
女
に
学
ぴ
、

同
月
か
ら
横
山
町
に
借
地
を
し
て
、
永
寿
堂
を
開
設
し
、
六
歳

か
ら
二
二
歳
ま
で
の
生
徒
六
五
人
（
男
二
一
人
、
女
四
四
人
）

を
対
象
に
「
筆
道
」
を
教
授
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
資
料
』

は
、
そ
の
が
、
開
業
時
の
元
治
元
年
に
は
「
読
算
」
を
教
え
て

い
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
当
時
の
生
徒
は
、
男
三

人
、
女
三
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
が
、
「
筆
道
」

の
み
な
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
は
簡
単
な
よ
み
・
ソ
ロ
バ
ン
な

ど
も
教
授
で
き
る
能
力
を
も
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
人
は
、
「
平
民
　
伊
澤
長
七
郎
妻
」
の
て
う
で
あ
る
。

彼
女
は
、
嘉
永
元
年
二
月
か
ら
安
政
元
年
二
月
ま
で
都
合
七
カ

年
黒
川
千
枝
女
に
従
学
、
安
政
五
年
八
月
か
ら
川
口
町
に
借
地

し
て
松
清
堂
を
開
業
し
て
い
る
。
時
に
、
て
う
一
八
歳
で
あ
っ

た
。
て
う
が
、
教
授
し
た
学
科
は
「
筆
道
」
と
「
支
那
学
」
で

あ
り
、
仮
名
文
章
・
国
尽
・
庭
訓
往
来
・
商
売
消
息
な
ど
に
加

え
て
、
犬
学
・
中
庸
・
論
語
な
ど
が
、
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
、
六
歳
か
ら
二
二
歳
ま
で
の
生
徒

七
七
人
（
男
二
四
人
、
女
五
三
人
）
及
び
一
四
歳
以
上
の
「
女

四
人
」
を
教
授
し
て
い
た
。
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四
　
女
師
匠
の
姿

　
一
九
世
紀
前
半
ご
ろ
の
江
戸
を
中
心
と
し
た
世
上
の
有
様
を

記
し
た
『
飛
鳥
川
』
（
『
新
燕
石
十
種
』
第
一
）
に
「
昔
、
手
習

の
町
師
匠
も
少
く
、
数
へ
る
程
な
ら
で
は
な
し
、
今
は
、
一
町

に
二
三
人
づ
㌧
も
在
り
、
子
供
へ
の
教
へ
方
あ
る
か
、
幼
少
に

て
も
見
事
に
書
也
」
「
後
家
の
一
人
ぐ
ら
し
は
御
法
度
の
由
承

る
、
遊
女
町
杯
に
は
、
折
々
見
へ
も
す
る
哉
、
然
る
に
近
来
は
、

素
人
の
町
家
、
後
家
の
方
く
ら
し
能
と
見
へ
て
、
多
く
町
々
に

有
り
、
女
筆
指
南
も
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
九

世
紀
前
半
、
い
わ
ゆ
る
文
化
文
政
期
の
寺
子
屋
の
飛
躍
的
増
加

と
女
師
匠
の
籏
生
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
こ

ろ
の
女
師
匠
の
姿
は
、
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
1
6
）

『
官
刻
孝
義
録
』
は
、
寛
政
年
問
に
孝
行
者
と
し
て
表
彰
し
た
さ

よ
の
姿
を
「
父
の
業
の
ミ
に
て
は
世
も
わ
た
り
か
た
け
れ
ハ
、

あ
た
り
近
き
女
子
に
手
な
ら
ふ
わ
さ
、
或
い
ハ
こ
の
む
も
の
あ

れ
は
、
琴
を
も
な
ら
ハ
せ
、
文
よ
む
事
も
教
へ
、
女
の
道
の
あ

ら
ま
し
を
も
さ
と
し
き
か
せ
け
れ
は
、
を
の
つ
か
ら
、
め
の
わ

ら
ハ
の
行
ひ
も
よ
く
、
親
々
の
心
も
や
す
ま
り
ぬ
」
と
記
し
て

い
る
。
さ
よ
は
、
武
蔵
国
深
川
北
町
で
、
按
摩
を
渡
世
と
す
る

盲
人
春
養
の
と
こ
ろ
へ
母
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
。
さ
よ
は
、
父

の
業
の
み
で
は
生
活
が
苦
し
い
の
で
、
武
家
の
も
と
へ
奉
公
に

出
向
き
、
そ
の
合
い
間
に
「
手
習
ひ
琴
ひ
く
事
を
ま
な
ひ
、
又

は
文
よ
む
事
を
こ
の
ミ
、
わ
つ
か
な
る
給
金
の
あ
ま
り
に
て
、

四
書
孝
経
を
も
と
め
、
よ
ミ
な
ら
ひ
し
」
と
い
う
具
合
に
師
匠

と
し
て
の
資
格
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。
『
飛
鳥
川
』
に
み
る

「
女
筆
指
南
」
、
そ
し
て
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
寺
子
屋
の
女
師

匠
（
経
営
主
）
の
多
く
は
、
さ
よ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
『
資
料
』
に
よ
る
と
、
幕
末
の
江
戸
に
、
三
人
の
私
塾
の
女
塾

主
が
い
た
。
（
表
1
・
2
参
照
）
そ
れ
は
、
原
田
ス
ミ
子
（
士

芝
区
　
芝
香
堂
　
筆
学
　
女
教
師
一
　
生
徒
　
男
七
五
、
女
七

五
）
お
よ
ぴ
日
尾
ナ
ホ
（
士
　
下
谷
区
　
至
誠
塾
　
和
漢
学

女
教
師
一
　
生
徒
　
男
二
一
、
女
一
八
）
　
奥
原
晴
湖
（
士
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〒
〒
〕

谷
区
　
春
暢
学
舎
　
書
画
　
男
教
師
一
　
生
徒
　
男
八
二
、
女

一
七
〇
）
で
あ
る
。
前
者
は
『
明
細
書
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、

後
二
考
は
「
日
尾
直
子
」
、
「
奥
原
晴
湖
」
と
し
て
そ
の
第
五
分

冊
の
五
番
中
学
区
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、
奥
原
に
つ
い
て
は
前
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述
（
註
9
）
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
明
細
書
』
に
よ
る
と
、
明
治
五
年
四
四
歳
の
日
尾
直
子
に

は
、
］
兀
淀
藩
貫
属
士
族
日
尾
宗
三
郎
女
L
「
當
申
十
月
平
民
送

籍
」
の
肩
書
き
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
直
子
は
、
父
荊
山
の
死

後
安
政
六
年
に
、
父
が
営
ん
で
い
た
「
至
誠
塾
」
の
あ
と
を
継

い
だ
。
そ
こ
で
の
学
科
は
「
皇
国
学
」
「
支
那
学
」
で
あ
り
、
教

材
と
し
て
用
い
た
の
は
、
古
事
記
・
旧
事
紀
・
本
朝
六
国
史
・

万
葉
集
・
左
伝
註
疏
・
国
語
・
綱
鑑
易
知
録
・
古
語
拾
遺
・
新

撰
姓
氏
録
・
本
朝
神
杜
考
・
皇
朝
史
略
・
十
八
史
略
・
元
明
史

略
・
文
章
軌
略
・
古
今
和
歌
集
・
国
史
略
・
新
序
・
蒙
求
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
素
読
に
は
稽
古
要
略
・
神
教
要
旨
・
孝
経
・
四

書
・
五
経
・
小
学
を
教
材
と
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
至
誠
塾
」
に
学
ん
だ
生
徒
は
、
六
歳
～
九
歳
　
女
一

人
、
一
〇
歳
～
二
二
歳
男
一
人
女
三
人
、
一
四
歳
～
ニ
ハ
歳

女
三
人
、
一
七
歳
～
一
九
歳
　
男
四
人
女
二
人
、
一
九
歳
以
上

男
三
人
の
計
一
七
人
で
あ
っ
た
。
他
方
『
資
料
』
に
は
、
「
至
誠

堂
」
と
し
て
私
塾
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
寺
子
屋
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
い
た
。
父
の
あ
と
を

継
い
だ
と
き
、
直
子
三
〇
歳
、
「
教
員
　
無
之
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
上
述
し
た
内
容
の
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

子
が
、
一
人
で
教
授
し
た
の
で
あ
っ
た
。

塾
主
で
あ
る
直

　
以
上
、
や
や
異
な
っ
た
ふ
た
つ
の
タ
イ
プ
の
女
師
匠
の
姿
を

見
た
。
前
老
は
、
そ
こ
こ
こ
に
広
く
見
ら
れ
た
「
お
師
匠
さ
ん
」

的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
老
は
、
や
や
形
式
ば
っ
た
堅

さ
を
感
じ
さ
せ
る
「
先
生
」
的
な
姿
で
あ
る
。
註
（
4
）
と
の

関
連
で
言
え
ぱ
、
さ
よ
の
場
合
は
、
自
宅
に
子
供
た
ち
を
集
め

て
教
授
す
る
「
家
塾
」
的
な
も
の
の
前
身
の
女
師
匠
（
女
習
字

師
）
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
直
子
の
場
合
に
は
、
文
字
ど
お
り
「
私

塾
」
と
し
て
存
在
し
た
も
の
の
女
師
匠
（
女
塾
主
）
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
女
師

匠
た
ち
の
存
在
は
、
対
象
と
な
る
生
徒
の
広
範
な
存
在
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
伴
っ
て
い
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
江
戸
東
京
の
よ
う
な
「
都
市
」
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ぱ
、
女
師
匠
が
活
躍
し
え
た
場
は
、
「
都

市
東
京
」
の
中
で
も
郡
部
で
は
な
く
「
区
部
」
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
も
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
『
飛
鳥
川
』
の
世
界
の
廷
長
線
上
に
あ
っ
た
。

253



154〕一橋論叢 第111巻第2号 平成6年（1994年）2月号

（
1
）
　
小
木
新
造
薯
『
東
京
庶
民
生
活
史
研
究
』
（
日
本
放
送
出
版

　
協
会
　
一
九
七
九
）

（
2
）
　
日
本
女
子
大
学
女
子
教
育
研
究
所
編
『
明
治
の
女
子
教

　
育
』
（
国
土
杜
　
一
九
六
七
）

（
3
）
　
塾
主
お
よ
ぴ
習
字
師
が
即
教
師
で
あ
る
場
合
が
殆
ど
で
あ

　
る
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
の
私
塾
・
寺
子
屋
で
、
男
女
複
数
の

　
教
師
が
い
る
場
合
が
す
く
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

　
本
人
以
外
に
も
教
師
を
別
途
に
頼
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

　
こ
こ
で
は
あ
え
て
経
営
主
と
い
う
語
を
用
い
て
お
く
。

（
4
）
　
後
述
す
る
明
治
六
年
一
月
『
開
学
明
細
書
』
の
石
川
悌
二

　
の
解
説
は
、
「
学
制
は
修
学
畿
関
と
し
て
官
立
、
私
立
の
学
校
お

　
よ
び
私
塾
、
家
塾
の
規
定
を
明
ら
か
に
し
、
同
制
頒
布
後
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
マ
守
〕

　
府
に
創
立
さ
れ
た
も
の
お
よ
ぴ
従
来
私
塾
、
寺
小
屋
な
ど
と
称

　
し
て
い
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
全
部
は
、
私
学
あ
る
い
は
家
塾
の

　
取
扱
い
を
受
け
た
。
私
学
は
学
制
の
規
定
に
従
い
官
立
学
校
に

．
対
応
す
る
も
の
で
、
私
塾
は
教
師
の
免
状
を
持
っ
た
老
が
自
宅

　
で
教
授
す
る
場
合
を
い
い
、
ま
た
家
塾
と
い
う
の
は
教
師
の
免

　
状
を
持
た
な
い
老
が
自
宅
で
教
授
す
る
場
合
を
い
う
」
と
記
し

　
て
い
る
。
註
（
7
）
参
照
。

（
5
）
　
府
県
に
よ
っ
て
調
査
方
法
に
精
粗
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

　
調
査
事
項
に
沿
っ
て
精
密
に
記
入
さ
れ
て
い
る
府
県
も
あ
れ
ば
、

　
多
く
を
空
欄
に
し
た
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
長
野
・
鳥
取
・

　
和
歌
山
・
神
奈
川
な
ど
は
、
塾
主
・
習
字
師
の
身
分
を
は
じ
め
、

　
塾
名
・
学
科
・
開
業
時
・
廃
業
時
な
ど
の
項
に
空
欄
が
目
立
つ
。

　
さ
ら
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
調
査
に
呼
応
し
な
か
っ
た
の
か
、

　
こ
の
表
に
全
く
姿
を
見
せ
な
い
県
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

（
6
）
　
シ
マ
の
出
身
は
±
族
、
文
政
五
年
段
階
の
調
査
に
よ
る
と
、

　
教
師
は
女
二
人
、
生
徒
は
男
一
二
〇
人
・
女
一
五
〇
人
、
「
読
、

算
」
を
教
授
し
て
い
た
と
い
う
。

（
7
）
　
本
書
は
、
東
京
府
が
、
学
制
に
即
し
て
、
公
立
の
小
学
校

　
を
建
て
る
一
方
、
従
来
か
ら
の
私
塾
・
寺
子
屋
を
、
明
治
初
年

　
の
公
教
育
の
補
い
と
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
ら
の
営
業
に
つ
い
て
、

　
学
制
四
三
章
に
も
と
づ
き
、
属
籍
・
住
所
・
塾
主
氏
名
・
年

　
齢
・
塾
名
・
塾
の
位
置
・
教
則
な
ど
を
、
個
々
に
「
家
塾
明
細

　
表
」
と
し
て
調
べ
書
き
上
げ
さ
せ
た
も
の
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
明
治
六
年
一
月
当
初
に
は
、
「
開
学
明
細
調
」
と
し

　
て
、
第
一
番
中
学
区
か
ら
第
六
番
中
学
区
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
小

　
分
冊
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
、
昭
和
三
六
年
、
東
京
都

　
が
『
東
京
府
開
学
明
細
書
』
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
小
木
前
掲
書
で
は
、
『
明
細
書
』
お
よ
ぴ
『
東
京
教
育
史
資

　
料
大
系
』
を
用
い
ら
れ
、
一
二
〇
七
の
塾
が
あ
っ
た
と
し
て
お

　
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
『
明
細
書
』
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
9
）
　
こ
の
春
暢
家
塾
は
、
『
資
料
』
に
よ
る
と
、
私
塾
「
春
暢
学

舎
」
と
し
て
明
治
三
年
に
開
業
さ
れ
、
教
師
一
人
で
男
生
徒
八

　
二
人
、
女
生
徒
一
七
〇
人
を
教
授
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
；
冒
い
っ
て
お
く
な
ら
ぱ
、
明
や
清
の
諸
家
の
画
法
を
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研
究
、
日
本
画
家
と
し
て
も
名
高
い
奥
原
は
、
下
総
国
古
河
藩

家
老
池
田
重
太
郎
の
三
女
に
生
ま
れ
、
二
八
歳
の
時
奥
原
源
左

衛
門
帯
刀
の
養
女
と
な
っ
た
。
生
涯
独
身
を
通
し
、
断
髪
、
男

　
装
、
武
術
を
好
ん
だ
女
丈
夫
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
私
塾
・
寺
子
屋
お
よ
び
家
塾
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
を
い

　
っ
て
お
こ
う
。
『
資
料
』
で
は
私
塾
一
二
二
の
う
ち
区
部
の
も

　
の
が
、
二
二
、
郡
部
の
も
の
が
一
、
寺
子
屋
四
八
八
の
う
ち
、

　
区
部
が
二
九
七
、
郡
部
が
一
九
一
と
な
っ
て
お
り
、
同
様
に

『
明
細
書
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
二
番
中
学
区
か
ら
第
六
番
中

　
学
区
に
、
荏
原
郡
・
豊
島
郡
・
多
摩
郡
・
足
立
郡
・
蔦
飾
郡
な

　
ど
の
郡
部
の
家
塾
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
一
七
七
で
あ

　
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
明
細
警
』
に
み
る
明
治
初
年
の
塾
数
の
増

加
は
、
も
っ
ぱ
ら
区
部
、
す
な
わ
ち
東
京
の
中
心
部
に
集
中
し

　
て
み
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
い
っ
て
お
く

　
な
ら
ぱ
、
東
京
の
郡
部
に
か
ぎ
っ
て
み
る
と
、
『
資
料
』
『
明
細

　
書
』
の
双
方
と
も
に
女
性
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
私
塾
・
寺
子

　
屋
・
家
塾
は
皆
無
で
あ
る
。

（
u
）
　
こ
の
両
蓄
を
扱
う
場
合
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

　
は
、
こ
こ
に
登
載
さ
れ
て
い
る
塾
主
・
習
字
師
お
よ
び
家
塾
主

　
は
、
調
査
段
階
す
な
わ
ち
、
主
と
し
て
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年

　
段
階
に
活
動
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
開
業
が
化
政

　
期
か
ら
天
保
期
頃
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
調
査
段
階
で
は
、

　
す
で
に
、
経
営
主
が
交
代
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な

　
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
表
中
に
示
さ
れ
る
教
師
や
生
徒
の

数
も
、
横
断
面
で
捉
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
縦
に
累
積
し

　
た
数
を
記
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
辺
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

　
な
い
。
こ
れ
を
解
く
に
は
、
個
々
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら

　
な
い
が
、
当
面
は
、
そ
の
余
裕
も
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
と

　
り
あ
え
ず
、
資
料
上
の
情
報
を
横
断
面
で
捉
え
全
体
の
動
向
を

　
お
さ
え
て
お
く
。
そ
の
結
果
が
、
一
や
二
で
み
た
よ
う
で
あ
る
。
一

（
1
2
）
　
さ
た
が
開
業
し
た
若
泉
堂
は
、
文
字
ど
お
り
さ
た
に
よ
っ

　
て
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
夫
で
あ
る
粂
蔵
の
名
は
『
資
料
』
に

　
も
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
1
3
）
　
『
資
料
』
で
は
、
平
民
、
『
明
細
警
』
で
は
士
族
と
な
っ
て

　
お
り
こ
の
違
い
が
な
に
に
所
以
す
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

恐
ら
く
は
、
筆
道
の
達
人
と
し
て
幕
末
に
「
近
臣
並
」
に
な
っ

　
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
4
）
　
な
お
、
女
性
で
は
な
い
が
、
三
番
中
学
区
に
リ
ス
ト
さ
れ

　
て
い
る
二
人
の
商
人
、
梅
澤
親
襲
・
渡
辺
直
記
も
土
肥
に
師
事
、

『
明
細
書
』
に
塾
主
と
し
て
登
場
、
い
ず
れ
も
「
仮
名
い
ろ
は
」

　
を
用
い
て
「
筆
道
」
を
教
授
し
て
い
る
。

（
1
5
）
　
そ
の
他
に
第
一
番
中
学
区
に
、
女
塾
主
黒
川
良
が
い
る
。

　
彼
女
の
書
き
上
げ
に
よ
る
と
、
文
政
一
一
年
二
月
か
ら
天
保
六

年
一
二
月
ま
で
「
実
父
森
川
惟
原
」
に
従
学
し
た
と
記
さ
れ
て

　
い
合
。
こ
の
「
森
川
惟
原
」
は
「
黒
川
惟
草
」
と
無
関
係
で
あ

　
る
と
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
柳
か
気
に
な
る
。
「
森
川
」
と
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「
黒
川
」
、
「
惟
原
」
と
「
惟
草
」
、
こ
れ
は
全
く
別
個
の
も
の
な

　
の
だ
ろ
う
か
。
解
読
ま
た
は
植
字
の
段
階
で
、
何
ら
か
の
誤
り

　
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
な
に
か
の
ミ
ス
で
、
「
森
川
」
と
「
黒

　
川
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
師
弟
関
係
に
つ

　
い
て
言
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
目
下
の
と
こ

　
ろ
は
、
右
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く
。

（
1
6
）
　
菅
野
則
子
「
幕
藩
権
力
と
女
性
1
『
官
刻
孝
義
録
』
の

　
分
析
か
ら
I
」
（
拙
著
『
村
と
改
革
』
所
収
　
三
省
堂
　
一
九

九
二
）
参
照
。

（
1
7
）
　
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
『
資
料
』
お
よ
ぴ
『
明
細
書
』

の
記
述
か
ら
見
る
限
り
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
、
継
母

の
強
力
な
バ
ヅ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
直
子
は
、

文
政
二
一
年
に
江
戸
の
儒
学
老
荊
山
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父

の
教
え
を
受
け
書
と
和
歌
と
を
よ
く
し
、
父
な
き
あ
と
継
母
で

あ
る
日
尾
邦
子
（
一
四
歳
で
鶴
岡
藩
主
酒
井
家
の
侍
女
と
し
て
、

江
戸
藩
邸
の
奥
向
き
に
出
仕
、
そ
の
傍
ら
荊
山
に
書
と
和
歌
を

学
ぴ
、
二
七
歳
の
時
、
荊
山
の
後
妻
と
な
る
）
と
と
も
に
荊
山

の
あ
と
を
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
手
）
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